	靴下製造業


生産状況は平成、23年に入り年初から寒波が続いたことや、トレンド商品が出たことで全般的に回復傾向で推移したが、東日本大震災の影響で前年を割り込んだ。４月以降はやや回復傾向で推移している。収益状況は、綿糸等の原糸が高騰しており、コスト圧迫要因となっている。一方、製品価格は、低価格の中国製品におされて総じて弱含みであることから、収益がやや厳しい企業が多い。
今後の見通しは、受注については、今冬が昨年並みに低温傾向が続けば、底堅く推移するのではないかと期待する見方が出ている。長期的には、消費者の低価格志向はますます強まっており、輸入製品の増大により、生産は低下傾向になると危機感を持つメーカーは多い。
業界概要
靴下は、ソックス（短靴下）とストッキング（パンティストッキング、レギンス、タイツ等）に大別される。市場では、有名ブランドで販売される例が多いが、ソックスは、中堅・中小企業が分業生産体制で生産する。一方、ストッキングは比較的大手の企業によって生産される例が多い。

我が国の靴下の歴史をみると、明治４（1871）年、東京で、輸入された手回しの靴下編機によって製造されたのが始まりで、翌５年には、大阪でも同様に製造された。需要面では、当初は軍需品である軍足が中心であったが、その後、輸出が伸び、民需も拡大した。大正期には、現在、靴下の国内最大産地である奈良県で、農家の副業として、靴下製造が盛んとなったが、大阪の繊維や足袋の問屋が主な発注者であった。

第二次大戦後は、ナイロン素材の普及、ストッキングの登場、大手編物メーカー（製造卸売業）の成長により、昭和30年代まで業界は拡大した。大阪のメーカーについては、工場を九州等、他府県に移転させる例、奈良や兵庫の企業に生産を委託し自社は、製造卸売業になる例がみられた。

現在の大阪産地の特徴は、製造卸売業の業態が多いこと、自社工場を保有する企業では、試作品、短納期品、高難度品を取り扱い、量産品は奈良や兵庫の協力工場へ委託生産する例が多いことである。

販売先は、靴下専門の卸売業、肌着等ニットの卸売業、アパレルの総合卸売業、全国にチェーン展開する小売業の仕入本部等であるが、靴下専門の卸売業・小売業の商店数は東京よりも大阪の方が多いといわれる。

靴下製造業について、平成21年の大阪府内の状況をみると、事業所数10、従業者数240人、製造品出荷額等24億7,600万円で、それぞれの全国比は、3.3％、2.5％、2.6％である（大阪府統計課『大阪の工業』、経済産業省『工業統計表（産業編）』、従業者4人以上）。
生産はやや回復　
靴下は必需品とされ需要は安定的であったが、近年、中国などからの低価格品の輸入が増加し、消費者の低価格志向が強まっていることから、国内企業の需要が奪われており、長期的に生産は減少傾向にある。

最近の生産状況をみると、21年はトレンドを取り入れたレギンスやタイツなどのストッキング類の一部製品がブームとなったがタイツ・ストッキング等の生産全体を支えきれず減少し、ソックスも減少した結果、靴下全体でも大きく減少した。
22年は、年初まで減少傾向が続いていたが、春以降、一時的に増加に転じた。ただ、春先の気温の寒暖差が大きかったことからソックスが減少し、8月、9月の猛暑による影響でも全般的に低迷が続いた。しかし、10月以降、気温が低下したことから再び、ソックスが増加に転じ、特に、ハイソックス、オーバーニーソックスがトレンド商品として受注が増加した結果、21年に比べ減少幅は縮小した。
23年に入り年初から寒波が続いたことや、ソックスはレッグウォーマーや重ね履きがトレンドとなったことから、全般的に回復傾向で推移した。しかし、3月中旬以降、東日本大震災の影響で、消費自粛ムードが高まったことに加え、東日本の小売店の営業時間の短縮が重なったことから流通段階でキャンセルが出たこともあって、受注が一時、大きく前年を割り込む状況が続いた。4月に入ると自粛ムードが緩和し、春らしい天候となったことから持ち直し、8月現在はやや回復傾向で推移している。
品種別では、紳士用ソックスが低調となっている一方で、デザインを重視したカジュアルソックスの割合が高い婦人用ソックスが堅調なほか、スポーツ用ソックスや機能性を高めたソックスなどが量的には少ないものの大きく伸びるなど、定番品は不振であるが、付加価値の高い靴下は堅調な動きとなっている。
　また、販売先には徐々に変化がみられる。既存の販売ルートである百貨店やスーパーのウエイトが低下する一方で、ファストファッション店舗やスポーツ量販店のウエイトが高まっている。
　なお、夏季の電力不足に対しては、各メーカーとも大きな影響は受けなかったものの、節電策を取るメーカーは多く、生産設備の整備による省エネ強化や、熱電供給システムの稼動強化、夏季休日への重点配分などの例がみられた。
輸入は増加基調

他の繊維製品と同様に、靴下の輸入は増加基調にある。輸入浸透率（輸入量/内需）の推移をみると、16年には62.8％であったものが、19年には70.8％と70％を超え、22年には78.0％と80％に迫る勢いとなっている。これを、ソックスとストッキングに分けてみると、ソックスは16年で71.6％で、20年に80.7％と既に80％に達しているのに対し、ストッキングは16年で32.9％、22年に52.5％と50％程度になっている。この差は、編機の自動化・高速化が進展しているとはいえ、ソックスは品種が多岐にわたるため、依然人手に頼る工程が多く、労働集約的であることから、人件費の安い中国などの製品輸入が増加したのに対し、ストッキングは、ソックスに比べると品種が少なく、機械化が進展していることから、輸入品との価格差がソックスほどないことによる。
収益はやや厳しい

綿糸等の原糸は、22年年初から上昇に転じていたが、22年秋頃から騰勢を強め、23年3月初旬には、上昇前の2.5倍強に上昇するものもみられた。その後、急落し7月下旬には22年10月時の水準となったものの、8月下旬から再び上昇基調となっている。このため、コスト圧迫要因となっている。この間、高値で原糸を手当てしたメーカーの中には、受注先に価格改定依頼をしたものの、原糸の急落をみた受注先が改定に応じず苦慮している例も見受けられる。また、染色やセット（蒸気で形を整える）の加工賃も上昇している。
一方、製品価格は、低価格の中国製品におされて総じて弱含みであることから、収益がやや厳しい企業が多い。

設備投資については、消極的な企業が多いものの、一部で特殊な編み方に対応するため、編機を購入した企業がみられる。
製品開発への取組を強化
低価格の輸入製品のシェアが国内製品を上回った現在、価格面での対抗が難しくなってきたため、多くの企業では付加価値の高い新製品の投入によって、生き残りを図ろうとしている。
新製品の開発は、従来は販売側が企画し、メーカー側がそれを実現することが多かった。このような形態で開発した製品としては、数年前に発売された血行を促進する効果を狙った着圧機能を持った製品や五本指ソックスなどがあり、売行きは好調であった。しかし最近では、低価格製品におされて販売側の開発意欲がやや停滞気味である。このため、メーカー主導で開発する例が増加しつつある。
例えば、あるメーカーでは、かかと部分を難易度の高い特殊な編み方にすることで、かかとに様々な柄の表現を可能にし、履き易さも増すなどの効果を持たせたり、土踏まずのカーブに合わせてタックを入れることで、ホールド感や、フィット性を向上させた製品などを開発している。これによって、履き心地の良さだけでなく、運動性や身体能力の向上を目指す靴下を提供したいとしている。また、流行となるデザインをいち早く把握し生産を始めるために、外部デザインスタジオと自社の開発部門との連携を強め、製品企画からパッケージデザインに至るまでトータルなデザインを開発する体制作りを進めるメーカーもある。
今後の見通し
受注については、今冬が昨年並みに低温傾向が続けば、底堅く推移するのではないかと期待する見方が出ているが、消費者の低価格志向はますます強まっており、輸入製品の増大により長期的には、生産は低下傾向になると危機感を持つメーカーは多い。
ただ、若年層を中心にトータルコーディネイトの一環として、靴下もファッションアイテムとして捉える動きが高まっている。流行に敏感な層は、デザインや品質が優れていれば価格が高くても購入する傾向があるとされる。この層を取りこむために、靴下のファッション性を高めることが生き残りの鍵であるとするメーカーは多い。このため、業界は消費者ニーズをいち早く把握し、製品に結びつける能力を高めることが課題となるとみられる。
　　　　　　　　　（柴田　昌宏）
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　 (単位：万足、％）

ソックス タイツ・

紳士 婦人 子供　 スポーツ その他 ソックス計 ストッキング等

数量 前年比 数量 前年比数量 前年比数量 前年比数量 前年比数量 前年比数量 前年比

平成17年 9,781 -4.7 12,497 -11.8 5,730 1.5 - - 1,910 7.5 29,918 -2.5 28,124 -11.0

18年 8,966 -8.3 11,709 -6.3 5,272 -8.0 - - 2,045 7.1 27,992 -6.4 26,390 -6.2

19年 7,096 -20.9 10,553 -9.9 4,738 -10.1 - - 2,398 17.2 24,785 -11.5 25,333 -4.0

20年 7,144 0.7 10,172 -3.6 4,026 -15.0 - - 1,298 -45.8 22,641 -8.6 24,131 -4.7

21年 5,674 -20.6 9,043 -11.1 3,356 -16.6 737 - 342 -73.7 19,152 -15.4 20,901 -13.4

22年 5,176 -8.8 8,817 -2.5 3,122 -7.0 878 19.2 355 3.9 18,348 -4.2 19,417 -7.1

資料：日本靴下工業組合連合会

   （注）平成21年から、その他からスポーツを分離した。
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